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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、SARS コロナウイルスの感染の有無を高い特異性を持って検

出できる ELISA を確立して SARS の不顕性感染があるかどうかを明らかに

しようとしたものであり、その目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

SARS-コロナウイルス（CoV）の N蛋白質から、他のコロナウイルスと共

通なアミノ末端部(1-121)を欠損させた再構成 NΔ121 蛋白質をデザイン

し、その再構成蛋白質を抗原として、間接サンドイッチ IgG ELISA を開発

した。その着眼点も良く、研究手法として極めて妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

方法の特異性を確認したのち、解析対象として、ハノイの一病院におけ

る医療従事者を感染者およびその可能性のある者とし、SARS 流行前の健常

者を陰性対照者とし、これらの血清を材料として解析した。臨床的解析試

料として極めて妥当である。これらの解析から、上記方法は従来の方法よ

り特異性が高いだけでなく、感度と早期陽性率においても優れていること

が明らかとなった。本新奇手法を用いて臨床症状を示さないで抗 SARS-CoV 

IgG 陽性となっている不顕性感染例が陽性例の約１０％あることを明確に

示した。また、本測定法は験者の感染可能性が無く、どこでも安価に測定

できることから、発展途上国の SARS 汚染地域でも簡単に利用できる点は

特筆に値する。 

 

以上のように本論文は SARS 研究に貢献するところが大であり、審査委員

は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 
 


